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Abstract

Pumpe11yite was found from tw0 10calities of greenstones in the Tanohara又awa

Formation, a member of the sangun metamorphic rocks, Gotsu city.

In one of the localities, pumpe11y北e coexists with epidote of xF。*0.142-154, actinolite

and chlorite.

Judgin又 fromthe data by Nakajima (1982), the pumpe11yite seems to coexist with

epidote having the lowest pistasite molecu]e. paragenesis including the pumpe11yite

may sholv the upper temperature limit of the pumpe11yite-actinoHte schist facies
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はじめに

バンペリー石ーアクチノ閃石片岩相は橋

本(]966)によって最初に提唱された変成相

で,ブドウ石^パンペリー石変グレイワッ

ケ相,緑色片岩相,藍閃石片岩相の間に位置

する温度・圧力条件を示す変成相とされた.

その後何人かの研究者によって,この変成相

の研究は深められた.特に坂野昇平の1旨i草の

下でパンペリー石の共生関係を検討した中島

隆と共同研究者は,緑れん石の鉄の含有量

(X認)を基準にとり,パンペリー石ーアク
チノ閃石片岩相の高温側及び低温側限界の反

応を提案した(NAKAJIMA .i al.,197フ).

またNAKAJIMA .t .ι.(197フ)は,この変

成相を変塩基性岩中のパンペリー石ーアク

チノ閃石一緑泥石の組合せの存在によって

定義されるのが良いと述べ,パンペリー石一

アクチノ閃石片岩相の定義をわかりゃすいも

のとした.続いてNAKAJIMA (]982)は上述

論文の調査地域(四国・三波川帯思地附近)

をさらに東に延長し,パンペリー石ーアク

チノ閃石片岩相の高温側限界がX'=0.15に
よって示される緑れん石と緑泥石,アクチノ* 現在岸本産業(株)大阪本社
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閃石の共生関係の出現によって定義されると

述べた. NAKAJIMA (1982)によれば現実

にパンペリー石と共生するXkの小さい方の
限界は0.17であるらしい.しかしNAKAJIMA

(1982)は,パンペリー石ーアクチノ閃石片

岩相の高温部ではXR=0.20~0.25の緑才W
石がパンペリー石と共生する例が多いことを

述べX即=0.20あるいは0.25で高温限界を

定義した方が現実的であることも指摘した.

いずれにせよ, NAKAJIMA d .1(197フ)

で提唱された緑れん石とバンペリー石に関す

るA卜Fe針のシュードバイナリーの相図に

よって,バンペリー石^アクチノ閃石片岩

の反応は良く理解されるようになった.ただ

し,パンペリー石中のFe田とFe針の効果は

別に検討されねぱならない.

ところで筆者らは江津市の江川沿いに分布

する三郡変成岩の研究を続けてきているが

三江線川平.駅附近及びその西南方に分布する

田ノ原川層中の緑色岩から稀にパンペリー石

が出現することを見出した.そしてこのパン

ペリー石は共生関係から,パンペリー石^

アクチノ閃石片岩相の最高温部を示す鉱物組

イトせであるかもしれないことが明らかとなっ

た.本報告ではこの点に注目して,パンペリ

一石と関連する鉱物の記載を行う.研究の詳

細は別に報告する予定である.

渡辺暉夫・竹下浩征・中沢雅之

塩基陛岩中には緑れん石,アクチノ閃石,緑

泥石等か出現するので,田ノ原川層の変成作

用は緑色片岩相に属するであろうと述べた.

また,これより以前,橋本 a972)は三郡変

成岩の鉱桝三を概観し,田ノ原川層相当地域

の変成岩は,r緑れん石^緑閃石帯の鉱物

組合せを示し,丹波地方の緑れん石一緑閃石

帯のものに美則以する(HAS印MOTO &SAITO,

1970力として,さらに「中国地方の古生界には,

このような緑れん石^緑閃石帯の部分は,

あまり知られていない」ことを述べた.緑閃石

とアクチノ閃石は同一鉱物である.つまり田

ノ原川層の塩基性岩中には,緑れん石,アク

チノ閃石,緑泥石が石英,曹長石などと共に

産するのか極めて一般的で,これまでパンペ

リー石は出現しないと思われていたのである.

田ノ原川層の主体は緑色岩類であるが少

量の泥質岩(*舗反岩~千枚岩)を挾む.また

稀に灰白色珪質岩~片岩も見られる.これら

の岩相の分布によって示される大局的走向方

向は東北東~西南西である(島根県地質図編

集委員会,1982).しかし,泥質岩の分布はか

な畔夏雑であって,各所でスランプ性の泥質

岩の産状か認、められる.田ノ原川層は西側を

中生代末の火山岩類に不整合で覆わ北南西

側は古第三紀の火山岩類と断層で接している.

北側は変塩基性岩と接するが断層であった

り,貫入関係のように理解される分布を示す

(島根県地質図編集委員会,1982)が,1蛎多

関係に見える地域もあって,両者の関係に確

かなことはわかっていない.これは変塩基性

岩の定義か不明なことも関連している.事実,

変塩基性岩の分布についてはいくつかの違っ

た考えがある(岡村・岡屋,1975;小林,

1979;脇坂,1985).脇坂(1985)は変塩基性

岩(小林,1979によると田ノ原川層の一音円

地質と岩石の概要

前述のように,江津市川平周辺には田ノ原

川層ωオ木,1979)と呼ぱれる弱変成岩類か

分布する.これは三郡変成岩類に属すると考

えられている(たと之ぱ,島根県地質図編集

委員会,1982)が三郡変成岩に1割撒的なパ

ンペリー石や藍閃石類は出現しないものと考

えられていた.小林 a979)は田ノ原川層の
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1.緑色岩 2.泥質岩

からパンペリー石を報告しているので,混乱

をさけるため,本論文では分炎凱:混乱のない

江川以西の田ノ原川層を取扱うこととする.

なお,田ノ原川層は数ケ所で花崗岩によっ

て貫入を受けており,接触変成作用を受けた

田ノ原川層の緑色岩と変塩基性岩は肉眼的に

区別がつかない場合が多い.
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パンペリー石産出地点)

(粘板岩~千枚岩)

a

パンペリー石とその共生関係

第1図は平床川および田ノ原川のルート沿

いの岩相分布図であり,パンペリー石は図中

のa ・ bの2点から見出されている. a点は

中沢(1985)によって報告された本地域とし

ては最初のパンペリー石の産出地点であって,
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第2図三動朧寛写真

Pum:バンペリー石, EP.緑れん石, chl:緑泥石,
Act.アクチノ閃石, Ab:曹長石, QZ:石英
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第1表

仏

バンペリー石のイヒ学組成

b,は第 1図を参照)

Si02

Ti02

A1203

Feo

Mno

Mao

Cao

Na20

K20

Total

渡辺暉夫・竹下浩征・中沢雅之

a

37.96

tr

26.69

2.47

0.00

2.]9

22.92

0.18

0.02

92.44

b

39.09

tr

25.72

4.27

0.22

1.59

21.66

0.22

tr

92.フフ

第2表緑れん石d)fヒ学組成化地点)

周緑部)(C⑪e.中心部, r11n

Si02

Ti02

A1203

Fe203

Mno

Mgo
C ao

Na20

K20

Total

1 (CON)
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39.16

tr

27.53

フ.87

0.09

0.16

24.04

tr

tr

98.85

2 (打m)

図3図 b地点から産する緑れん石の
EPMA組成像

EP.緑れん石(スケールは0.1mm)

Si

AI

Ti

Fe

Mn

M宮

Ca

0=12.5

EP

28.03

フ.24

ており,変斑れい岩一般の鉱物組合せは緑れ

ん石^緑泥石^アクチノ閃石^曹長石

^石英^スフェーンよりなる.バンペリ

一石グXヒ学組成を第1表に示す.全ε失の含有

量は2%台である.

b地点のパンペリー石は緑れん石と共生す

る点でa地点のものとは違っている.共生関

係はバンペリー石^緑れん石一一緑泥石一

アクチノ閃石^石英^曹長石^スフェ

ーンである.方解石は存在しない.源岩は不

明であるか附近には変斑れい岩か認められる

ので,その細粒部である可能性は否定できな

い.第2図bに示すようにパン<ミリー石,緑

れん石,アクチノ閃石は近接して産する.バ

ンペリー石は半放射状の集合イ本や不定形集合

体として緑色岩中に出現する.パンペリー石

には淡緑色~無色の多色性力曙忍められる.ま

た異常な茶色又は青色の干渉色を示す(0地

点のパンペリー石の干渉色は必ずしも異常

な茶色あるいは青色を示すわけではない).

パンペリー石の組成は第1表に示す. a地点

のものに比べ全ε失含有量は一般に4%台とな

つていて高い.共生する緑れん石には第3図

に示すような組成の不均質さがあり,鏡下て

3.023

2.504

0.000

0.457

0.005

0.018

1.988

変斑れい岩中に泥質岩類との接触部近くから

見出された.パンペリー石はアクチノ閃石,

緑泥石,石英,曹長石,スフェーンと共生し

ている(第2図幻.多色性は弱く,わずか

に淡緑色~無色の獅ヒカ信忍められる.この鉱

物組合せは変斑れい岩の周縁部だけに限られ

estimatedx p

= 0.142
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HI+PP I

-4.0 -20 T。
(300゜の

第4図 AI、Fe酔 2成分系相平衡図(NAKAJIMA ot 肌 197フ,をもとに加筆)

EP.緑れん互: Hし赤鉄鉱, PP.パンペリー石
(圧力条件の違いによる温度のずれは,この図では縛見してぃる。)

提を踏まえて,田ノ原川層のパンペリー石の累帯構造と認められる.中央部近くの鉄の多

出現について考察する.い部分はX氏=0'154,縁辺音蹴ネXF.=0.]42

第一に1尉商しうることは,今後さらにパンである(表2).いずれの組成の緑れん石カシぐ
ペリー石の産出地点は増えるかもしれないにンペリー石と共生しているか議論のある所て

せよ,これまでの研究者がパンペリー石の出あるが,周縁音"の緑れん石とパンペリー石は
現を確認できなかったように,パンペリー石共生していると考えられる.

は一般には見出しにく<,緑れん石の出現かところで NAKAJIMA .t .ι.(197フ)は第

普通であるということである.しかも緑れん石4図に示す2成分系で,パンペリー石と緑れ
のX恥は0.]フ~0.28と,かなりのクリノゾイん石の分解反応を考えた.そしてNAKAJIMA

サイト分子を含んでいるものもある.つま(1982)は一般の玄武岩質岩の組成レンジは

り,第4図を参考にするなら,パンペリX耶で示すと0.15から0.4の間に入るであろ

石の出現しにくい側,第4図右側の高温側うと見なし,パンペリー石を含まない, X'
の変成条件を田ノ原川層の変成鉱物組合せは=0.15を示す緑れん石の出現をもってパンペ

示してぃる可能性があるということである.リー石ーアクチノ閃石片岩相の高温限界と

この可能1生を支持するように,パンペリー石した.この場合XCO.の効果が無視できるよ
と共生するb地点の緑れん石はX氏=0.14とうにCO。を含む鉱物(方解石など)か存在し

大変低い(第4図0印).つまり,第4図の点てはならないし,緑泥石,石英,曹長石は常

線で示されるような1且度条件(T.)を田ノ原に存在しなけれぱならない.また緑泥石の組

川層の鉱物組合→tは示しているといえるかも成もXch=0.5-0.56でなければならない.

しれないのである.しかし,この点を明確にしかしNAKAJIMA (1982)も示しているよう
するには,特にパンペリー石を含まない緑色に, X伽の効果を鯛見しても,普通の塩基性
岩中の緑れん石のネ且成についてのより詳しい岩では,パンペリー石,緑れん石の共生関係

検討を必要とする.したか'つて現状では圧力に与える景解は小さいようである.以上の前
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条件の議論を別にしても,田ノ原川層の温度

条件をT.とするのは早計である.しかしな

がら,観察事実として, NAKAJIMA (1982)

のデータに示されているものよりもさらに小

さいXkをもった緑れん石と共生するパンペ

リー石があることがわかった.今回のパンペ

リー石の発見から,田ノ原川層の鉱物組合せ

の示す変成条件は, NAKAJIMA a982)の指

摘によるパンペリー石^アクチノ閃石片岩

の最高温度附近か,より高い温度を示す可能

性かあり,今後の田ノ原川層の鉱物組合せに

ついての研究か重要である。

渡辺暉夫・竹下浩征・中沢雅之

様には格別の御援助と心暖まるお心使いをし

ていただいた.以上の方々に厚く往畔L申し上

げる次第である.

まとめ

江津市に分布する田ノ原川層(三郡変成岩)

から発見されたパンペリー石とその共生関係

について報告した.この鉱物組合せがパンペ

リー石^アクチノ閃石片岩相の最高温度を

示す可能性かあることを述べ,今後の研究の

重要性を指摘した.
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